











































































































































































































































O，1　O．2　O，3 O．5 O．7 O．9
Fig．5。　The　solubility　of　AM－solution　a七varied
　concen七ratiop　of　pyrophosphate　in　varied　ion－
　ic　strength．
ordinate：　precipitation　jn　arbitrary　units．
transverse：　ionie　strength．
condition　as　in　Fig．　1．
総括並びに考按
　■　AM溶液に封ずるpyrophosphateの作用＝先に
A．SzentGy6rgyi7）によりAM溶液に対するKC1濃度変
化による溶解性が示され，KC1濃度増加とともに溶解性の
強まることが知られているが，本実験によりAM溶液は
pyrophQspha七e濃度増加につれても溶解性を増し，　KCIと
同様の傾向を示している。溶解性はイオン強度増加ととも
にその傾向は強くなり，pyrophosphateによるAM溶液
の溶解性はK：Clに．よってさらに強められていると考えら
れる。
　AM溶液に対するKCI，　pyrophosphateの溶解性はそれ
ぞれ特異的なものでなく，AMのchargeを介して作用を
発揮するものであり，塩類作用そのものと見倣すことが出
来る。塩類によるAM溶液のclearingはAM分子の解
離を意味することは明かであり，pyrophosphate濃度増加
につれてAM分子の解離は促がされ，　glycero1筋におけ
るplasticizerとしての作用と全く一致する。この点にお
いて永井1）の述べたAM分子変化に対するglycerol筋の
rigor及びderigorは，　AM溶液の等電沈澱及び溶解に対
応するということを裏附けるものであり，永井1）の見解と
一コ口る成績を得た。
　なお，ここにおいて問題となることは，イオン強度0．1
における5×10－3M濃度pyroposphateの再沈澱の現象
である。この現象はMg”及びMg”存在下のpyropbos－
phateの場含には認められないが，　pyrophosphateによ
7）　Szent－Gy6rgyi，　A．：　Chemistry　of　Muscular　Con一
　七raction　（1951）．
8）Spicer， S．　S．＝工Biol．　Chem．199，301（1952）．
9）　Bendall，　」．　R．：　Nature　172，　586（1953）．
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る特異的なものであるかは明かでなく，pyrophosphateの
解離状態の影響等が考えられる。
　比の点に関する解釈は明かでなく，今後詳細に検討した
いと考えている。
　2．Mg　i＋の影響；pyrOphOSphateによるAM溶液の
溶解性に及ぼすMg”の影響を検討する前に，　Mg÷トのAM
溶液への溶解性を調べてみると全くpyrophosphate及び
KCIと同様の傾向を示しかなり高い溶解性を示している。
ここにおいてもAMの解離は全く塩類作用によって生ず
るものであることが分り，またKCIによる溶解性の増強作
用がみられる。
　Mg＋ト存在下のpyrophospha七eによる溶解性は全く期待
に反し，明かにpyrophosphateによる溶解性を減じ：，　Mg＋F
増加によってこの阻碍作用は強められている。このことに
ついては，Spicers）のいうMg－pyrophosphate　complexを
形成するためにそれぞれ固有な作用の減弱か，complexに
よるpHの低下，また蛋白及びイオン聞における吸着など
が問題となるが，いまだ明かな解釈は不明であり，今後，
Mg÷Fとpyrophosphate溶液の性質，　Mg＋ト増加によるこ
れ等溶液の変化，及び沈澱物の詳細なる性質の検討を必要
とナる。
　3．glycero1筋におけるpyrophosphate作用と本暦験
成績3丸山3）等によればglycerol筋におけるpyrophos・
phate作用は高濃度（10’2M以上）においてderigorで
の状態を示している。本実験では10－3M：pyrophosphate
明かに溶解性を呈し，Mg←トにおける場合はglycerol筋に
おいて10‘“iMで，溶液においては10－3Mにおいて，
derigor及び溶解性を示している。即ちpyrophosphate濃
度増加によるAM解離傾向は，　glycerol筋とAM溶液は
全く平行し，同一傾向を示している。
　このことからKCI濃度におけるglycerol筋とAM溶液・
の対応はpyrophospha七eによっても同様のことがいわれ，
KCI，　pyrophosphateの作用機序の非特異的なことより
g工ycero1筋と溶液におけるrigorと等鷹沈澱，並びにde－
rigorと溶解性の対応に対しては全く永井1）の見解を認め
るものである。
　なお，glycerol筋とAM溶液におけ’るpyrophosphate
及びMg”の濃度の相違は，精密な判定の欠けていること
から溶解性及びderigorの細かい程度における対応は困難
であるが，少量の濃度差はglycerol筋とAM溶液の違い
として当然で，AM分子聞のcohesionは溶液において弱
いと考えられるからである。
　また，glycerol筋におけるBendal19）の実験でpyro－
phosphateによるderigorの傾向がMgi＋　｝こよって増強さ
れると述べられている。AM溶液においてpyrophosphate
による溶解性がMg’＋によって阻碍の状態にあるζとは矛
盾しているが，glycerol筋とAM溶液の実験材料による
相違かは明かでなく，AM溶液におけるpyrophosphate
作用へのMgi＋の阻碍作用に対する本態の追求によらねば
ならないと考える。
結． ??一F鼡血
　1．pyrophosphateはAMの等電沈澱に対し
これを溶解せしめ，濃度，イオン強度増加につれ
て，その溶解性は増強される。
　但し，イオン強度0．1においては異なり，低濃
度で溶解傾向を示し，5×10“3Mに．おいて強い沈
澱を生じ，pyrophosphate濃度増加とともに再び
溶解の傾向を示す。
　2．Mg”単独の場合もAMの等電沈澱に対し
溶解性を示す。濃度，イオン強度の増加につれてそ
の溶解性は強められるがiそれはpyrophosphate
による溶解性より劣る。
　3・Mg’ト存在下におけるpyrophosphateのAM
の等電沈澱乏の溶解性は却ってpyrophosphate及
びMgi’卜単独の場合よりも阻碍されMg÷ト濃度増加
によって阻碍度は強くなる。91ycerol筋における
pyrophosphate　Mg““による伸びの成績と相反し，
明かな解釈は今後の追求を必要とする。
　4。pyrophosphateによるAM溶液の溶解性は
KCIによる溶解性と同様の傾向を示し，　glycerol
筋に対してplasticizerとしてのpyrophosphate
は，AMの等電沈澱に．対し溶解性を示したことに．
よって，永井ユ）によるrigor及びderigorにおける
AM分子変化を一一層明確なものにした。
　　　　　　　　　　　　　　　（H召禾030．4．23受付）
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　　　　　　　　　　　　　　　Summary
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　　1）　Pyrophosphate　dissolves　isoelectric　precipi’tate　of　Actomyosin　（AM）．
　　　　This　effect　of　pyrophosphate　is　intensified　more　markedly　with　the　increase　of　con－
centration　Qf　pyrophosphate　and　with　the　increase　of　ionic　strength　of　AM－solution　under
constant　concen’tration　of　pyrophosphate．　However，　this　effect　is　altered　at　ionic　strength
O．1，　in　which　the　precipitate　is　inclined　to　dissolve　at　lower　concentrations　of　pyrophosphate．
Wherea’s　at　5×10－3M　of　pyrophosphate　’the　protein　precipi’tates　markedly，　with　additional
increases　of　the　concentration　of　pyrophosphate　the　precipita’te　is　inclined　to　dissolve
again．
　　2）　ln　the　presence　of　Mg”　（5　×　10’‘　M）　the　dissolving　effec’t　of　pyrophosphate　is　sQmewhat
weaker　than　’in　the　absence　of　Mg”，　and　decrease　remerkably　with　the　increase　of　con－
centration　of　Mg”．　．
　　　　These　results　are　in　contrast　with　the　results　obtained　in　extension　of　glycerinated
muscle　treated　by　pyrophosphate　in　the　presence　of　Mg”．　An　adequate　explanation　of
the　above　discrepancy　has　not　been　found　and　further　studies　will　be　required　to　clarify
the　cause．
　　　　From　above　mentioned　results　it　is　conjectured　that　the　dissolying　effect　of　pyrophos：
phate　on　AM－solution　is　identical　with　the　dissolving　effects　of　KCI．
　　　　Therefore，　Nagai’s　opinio．　n　in　reference　to　molecural　change　of　AM　in　rigor　and
derigor　is　supported　also　by　the　fact　that　the　pyrophosphate，　which　acts　as　a　plasticizer
upon　glycerinated　muscle，　has　a　definite　dissolving　effect　on　isoelectric　precipitate　of　AM．　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Apr．　23，　1955）
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